
霜し
も
つ
き月　

第
６
９
３
号

十
月
十
三
日
に
沖
津

宮
本
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神
様
に
修

復
を
終
え
た
本
殿
へ
御
移
り
頂
い
た
。
当
社

で
は
式
年
の
遷
座
で
は
な
く
次
は
い
つ
か
分

か
ら
な
い
。
奉
務
期
間
中
に
遷
座
が
あ
る
の

は
一
人
の
神
職
と
し
て
大
変
有
難
い
事
で
あ

る
。
前
述
し
た
式
年
と
は
決
ま
っ
た
期
間
の

事
で
あ
り
、皆
様
が
周
知
の
代
表
が
二
十
年

に
一
度
の
神
宮
の
式
年
遷
宮
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
神
社
に
よ
っ
て
は
遷
座
が
二
十
年
・

三
十
年
・
四
十
年
と
期
間
が
決
ま
っ
て
い
た

り
、当
社
の
よ
う
に
不
定
期
で
あ
っ
た
り
と

様
々
で
あ
る
。
さ
て
、十
一
月
は
全
国
の
殆

ど
の
地
域
で
は
七
五
三
の
時
期
で
あ
る
。
当

社
で
は
菊
花
展
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、境
内

は
晴
着
姿
の
幼
児
と
美
し
い
菊
で
彩
ら
れ
、

と
て
も
華
や
か
だ
。
し
か
し
、東
北
の
地
域

に
よ
っ
て
は
十
月
に
七
五
三
詣
で
を
行
っ
て

い
る
。
雪
が
降
り
積
も
る
前
に
、幼
児
が
凍

え
な
い
様
に
す
る
為
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、

其
々
の
神
社
の
故
実
や
地
域
の
環
境
等
に

よ
っ
て
祭
典
の
時
期
に
も
違
い
が
あ
る
。
最

近
、御
朱
印
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
が
大

変
盛
ん
だ
が
、皆
様
に
は
其
れ
だ
け
で
は
な

く
、述
べ
た
様
な
一
社
一
社
の
祭
典
の
違
い

に
も
興
味
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
、参
拝
の
楽

し
み
が
増
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
宗
）

沖
津
宮
本
殿
遷
座
祭
・
奉
幣
祭

明
治
祭

沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
祭

沖
ノ
島
祭
祀

神
宝
館
だ
よ
り
・
ご
案
内

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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沖
津
宮
本
殿
遷
座
祭
　
諸
前
儀

平
成
三
十
年

十
月
　
九
日	

午
前
十
一
時	

洗
清
の
儀

十
月
　
九
日	

午
後 

三 

時	

御
飾
の
儀

十
月
十
二
日	

午
前
十
一
時
三
十
分
　

	
	

清
祓
の
儀

十
月
十
二
日	

午
後 

四 

時	

川
原
大
祓

沖
津
宮
本
殿
遷
座
祭
　
式
次
第

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
、宮
司
以
下
祭
員
参
進

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

宮
司
以
下
祭
員
祭
場
所
定
の
座
に
著
く

修
祓

　
こ
れ
よ
り
仮
殿（
末
社
　
大
神
宮
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

宮
司
仮
殿（
末
社
大
神
宮
）の
御
扉
を
開
き

畢
り
て
側
に
候
す（
此
の
間
警
蹕
、諸
員
警
折
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
神
前
に
進
み
奉
遷
の
準
備
を
整
え
る

諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

遷
御（
此
の
間
警
蹕
）

　
こ
れ
よ
り
本
殿

入
御（
此
の
間
警
蹕
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

各
退
出

沖
津
宮
本
殿
御
饌
祭
　
式
次
第

修
祓

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

神
饌
を
供
す（
此
の
間
奏
楽
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

神
饌
を
撤
す（
此
の
間
奏
楽
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

（
此
の
間
警
蹕
、奏
楽
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

各
退
出

沖
津
宮
本
殿
奉
幣
祭
　
式
次
第

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
宮
司
以
下
祭
員
並
び
に
献
幣
使
・

沖
津
宮
本
殿
遷
座
祭
・
奉
幣
祭
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十
月
十
三
日
、沖
津
宮
の
御
祭
神
は
仮
殿
と
し
て
い
た

末
社
大
神
宮
よ
り
修
復
を
終
え
、
麗
し
く
整
え
ら
れ
た

本
殿
へ
と
遷
御
さ
れ
た
。

沖
津
宮
本
殿
は
昭
和
七
年
に
改
造
さ
れ
た
も
の
が
修

理
を
重
ね
今
日
に
至
っ
て
お
り
、今
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た

今
回
の
修
復
工
事
は
、昭
和
三
十
九
年
以
来
の
遷
座
祭
を

伴
う
本
格
的
な
修
復
で
あ
っ
た
。

奉
仕
員
は
遷
座
祭
と
そ
れ
に
伴
う
諸
祭
儀
の
奉
仕
と

準
備
の
た
め
、前
日
と
当
日
の
二
組
に
分
か
れ
渡
島
。
奉

幣
祭
参
列
の
総
代
他
関
係
者
は
当
日
、
九
時
三
十
分
、

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
旅
客
船「
し
お
か
ぜ
」に
て
、神
湊
港
を

出
港
。
一
同
、沖
ノ
島
到
着
後
、直
ち
に
海
中
禊
を
済
ま

せ
、各
々
、社
殿
へ
と
歩
み
を
進
め
た
。

十
時
四
十
五
分
、遷
座
祭
を
斎
行
。
御
祭
神
は
二
月
中

旬
よ
り
、末
社
大
神
宮
を
仮
殿
と
し
て
お
鎮
ま
り
に
な
ら

れ
て
お
り
、
約
八
ヶ
月
振
り
の
御
還
座
と
な
っ
た
。
引
き

続
き
、装
い
新
た
な
本
殿
に
て
初
め
て
神
饌
を
お
供
え
す

る
御
饌
祭
を
斎
行
。
　

平
素
、神
職
以
外
の
渡
島
を
許
さ
な
い
沖
ノ
島
で
あ
る

が
、今
回
、総
代
他
関
係
者
約
六
十
名
が
参
列
し
、十
三

時
よ
り
、奉
幣
祭
を
斎
行
。
畏
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
の
幣

帛
料
ま
た
、神
社
本
庁
よ
り
の
幣
帛
を
御
神
前
に
お
供
え

し
、こ
こ
に
、沖
津
宮
本
殿
遷
座
祭
諸
祭
儀
を
恙
無
く
執

り
お
さ
め
た
。

宗
像
本
土
か
ら
海
上
六
十
キ
ロ
、更
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
階
段
を
四
百
段
の
ぼ
っ
た
所
に
鎮
ま
る
沖
津
宮
。
人

を
寄
せ
付
け
な
い
地
理
的
要
因
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
の
遷
座
祭
で
は
、奉
仕
神
職
約
十
名
分
の
装
束
や
神

前
に
供
え
る
神
饌
・
祭
具
の
運
搬
、装
束
を
着
替
え
る
場

所
の
選
定
な
ど
、平
素
辺
津
宮
で
行
な
う
神
事
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

沖
ノ
島
に
お
け
る
国
家
祭
祀
と
は
ど
の
よ
う
な
規
模
で

行
な
わ
れ
た
の
か
。
八
万
点
に
も
及
ぶ
国
宝
を
ど
ん
な
船

で
ど
の
よ
う
に
運
搬
し
た
の
か
。
祭
祀
を
行
な
っ
た
人
数

は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。
改
め
て
、通
説
と
さ
れ
て
い

る
岩
上
・
岩
陰
祭
祀
な
ど
の
沖
ノ
島
古
代
祭
祀
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
随
員
大
神
宮
前
祓
所
　
所
定
の
座
に
著
く

（
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り
）

修
祓

宮
司
以
下
祭
員
・
献
幣
使
・

同
随
員
本
殿
所
定
の
座
に
著
く

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

宮
司
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

（
此
の
間
奏
楽
警
蹕
　
諸
員
平
伏
）

宮
司
御
幣
物
を
奉
る（
此
の
間
奏
楽
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

本
庁
幣
を
献
ず（
此
の
間
奏
楽
）

献
幣
使
祭
詞
を
奏
す

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（

禰
宜
以
下
祭
員
列
拝
）

献
幣
使
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

（
随
員
列
拝
）（
此
の
間
奏
楽
）

参
列
員
代
表
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

（
参
列
員
列
拝
）（
此
の
間
奏
楽
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

（
此
の
間
奏
楽
警
蹕
　
諸
員
平
伏
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

各
退
出
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明治祭、沖津宮・中津宮秋季大祭

十
一
月
三
日
は
、文
化
の
日
と
い
う
祝
日
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
祝
日
法
に

て「
文
化
の
日
」と
制
定
さ
れ
た
が
以
前
は「
明
治

節
」と
い
う
祝
祭
日
で
あ
っ
た
。

明
治
節
と
は
明
治
天
皇
の
御
偉
業
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
明
治
天
皇
の
御
誕
生
日
で
あ
る

十
一
月
三
日
を
祝
日
に
し
た
い
と
い
う
運
動
が
起
り
、

大
正
十
四
年
に
祝
日
に
制
定
す
る
請
願
運
動
が
行
わ

れ
た
。
二
万
人
の
署
名
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、

昭
和
二
年
に
当
時
の
休
日
法「
休
日
ニ
関
ス
ル
件
」が

改
正
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
約
二
十
年
間
、

十
一
月
三
日
は
近
代
日
本
の
礎
を
築
か
れ
た
明
治
天

皇
の
御
聖
徳
を
敬
い
祝
祭
日
と
し
て
様
々
な
記
念
式

典
が
行
わ
れ
て
い
た
。

今
で
も
、
明
治
節
と
し
て
こ
の
日
を
お
祝
い
し
て

い
る
神
社
・
団
体
等
が
多
く
あ
り
、当
社
で
も
明
治

祭
を
斎
行
す
る
。

ま
た
本
年
は
明
治
改
元
よ
り
１
５
０
年
の
節
目
に

あ
た
る
。

日
本
は
明
治
維
新
に
よ
り
近
代
的
な
立
憲
君
主
制

の
統
一
国
家
を
築
き
上
げ
た
。
後
に
明
治
大
帝
と
仰

が
れ
た
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
心
に
は「
五
箇
条
の
御
誓
文
」が
あ
り
、そ
の

精
神
は
悠
久
な
る
我
が
国
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
１
５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
に「
五
箇
条
の

御
誓
文
」の
精
神
を
胸
に
刻
み
、
先
人
た
ち
の
歩
み

に
思
い
を
馳
せ
た
い
。

沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
祭（
十
月
二
十
三
日
）は

清
め
の
雨
が
降
る
中
、島
内
の
厳
島
神
社
、御
嶽
神

社
、沖
津
宮
遙
拝
所
に
そ
れ
ぞ
れ
神
職
が
赴
き
祭
典

を
奉
仕
。
そ
の
後
、中
津
宮
に
て
大
島
及
び
辺
津
宮

の
氏
子
参
列
の
も
と
、大
島
の
氏
子
を
代
表
し
て
遠

藤
接
円
氏
が
奉
幣
使
を
つ
と
め
、巫
女
に
よ
る
浦
安

舞
が
奉
奏
さ
れ
秋
季
大
祭
を
執
り
修
め
た
。

秋
季
大
祭
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
演
芸
大
会
は
雨

天
の
為
、宗
像
市
立
大
島
学
園
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
大
い
に
賑
わ
い
神
人
和
楽
の
時
を
過
ご

し
た
。

玄
海
灘
の
沖
合
に
位
置
す
る
沖
ノ
島
は
、定
め
ら

れ
た
日
に
渡
島
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

沖
津
宮
の
春
秋
の
大
祭
は
沖
津
宮
遥
拝
所
に
て
斎
行

さ
れ
て
い
る
。

秋
季
大
祭
斎
行
に
あ
た
り
、準
備
に
連
日
ご
奉
仕

い
た
だ
き
ま
し
た
沖
中
両
宮
奉
賛
会
、同
翼
賛
会
、

同
敬
神
婦
人
部
を
始
め
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

島
内
の
氏
子
の
皆
様
に
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

明
治
祭　

斎
行　

明
治
維
新
一
五
〇
年

沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
祭

一
、	

広
く
会
議
を
興
し
、万
機
公
論
に
決
す
べ
し

一
、	

上
下
心
を
一
つ
に
し
て
、盛
ん
に
経
論
を
行
う
べ
し

一
、	

官
武
一
途
庶
民
に
至
る
迄
、各
其
の
志
を
遂
げ
、

	

人
心
を
し
て
倦
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す

一
、	

旧
来
の
陋
習
を
破
り
、天
地
の
公
道
に
基
づ
く
べ
し

一
、	

知
識
を
世
界
に
求
め
、大
に
皇
基
を
振
起
す
べ
し

我
国
未
曾
有
の
変
革
を
為
ん
と
し
、

朕
躬
を
以
っ
て
衆
に
先
じ
、天
地
神
明
に
誓
ひ
、

大
い
に
斯
国
是
を
定
め
、万
民
保
全
の
道
を
立
て
ん
と
す

衆
亦
此
旨
趣
に
基
き
協
心
努
力
せ
よ

―
―
―   

五
箇
条
の
御
誓
文   

―
―
―
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5

沖ノ島祭祀

平
成
三
十
年
十
月
、沖
ノ
島
に
鎮
座
す
る
宗
像
大

社
、沖
津
宮
の
社
殿
修
復
が
終
わ
り
、遷
座
祭
が
斎

行
さ
れ
た
。
古
代
か
ら
つ
づ
く
沖
ノ
島
の
祭
祀
に
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、今
回
は
、古
代

の
沖
ノ
島
祭
祀
に
つ
い
て
祭
祀
の
次
第「
祭
式
」の
視

点
か
ら
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

「
祭
祀
」は
、
厳
格
な
式
次
第「
祭
式
」に
も
と
づ

き
執
り
行
わ
れ
る
。
祭
式
は
、祭
祀
で
神
に
失
礼
が

な
い
よ
う
に
、
穢
れ
が
及
ば
な
い
よ
う
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
。
祭
祀
に「
祭
式
」が
必
要
な
の
は
、こ
の

た
め
で
あ
る
。
国
家
か
ら
神
宝
が
捧
げ
ら
れ
た
宗
像
・

沖
ノ
島
の
古
代
祭
祀
は
、当
然
、厳
格
な
祭
式
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
古
代
の
国
家
レ
ベ

ル
の
祭
祀
の
祭
式
は
、
伊
勢
神
宮（
神
宮
）の
記
録

『
皇こ

う

太た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

儀ぎ

式し
き

帳ち
ょ
う

』で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

記
録
が
成
立
し
た
の
は
、
平
安
時
代
初
期
の
延
暦

二
十
三
年（
八
〇
四
年
）。
そ
の
内
容
は
、八
世
紀
か

ら
九
世
紀
に
か
け
て
も
の
で
、
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀

遺
跡
の
五
号
遺
跡
や
一
号
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
と
祭
祀
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』の
祭
式
は
、直
接
、参

考
に
な
る
と
いっ
て
よ
い
。

神
宮
で
最
も
重
要
な
祭
祀
の
一
つ
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

の
次
第

「
祭
式
」を
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』で
た
ど
っ
て
み
よ

う
。
ま
ず
、神
饌
が
、新
米
や
多
く
の
海
産
物
を
使

い
、
厳
重
な
潔
斎
の
な
か
調
理
・
準
備
さ
れ
、
九
月

十
六
日
の
夜
と
翌
未
明
、天
照
大
神
の
象
徴
、御
鏡

を
奉
安
す
る
正し

ょ
う

殿で
ん

の
前
に
供
え
ら
れ
る
。
翌
十
七
日

に
は
斎
王
の
拝
礼
、
朝
廷
の
幣
帛
や
神し

ん

馬め

の
奉
納
、

勅
使
・
大
宮
司
の
祝
詞
奏
上
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
主

な
舞
台
は
、正
殿
と
瑞
垣
御
門
や
玉
串
御
門
な
ど
の

門
を
隔
て
た
広
い
儀
礼
の
空
間「
第だ

い

三さ
ん

重の
え

」で
あ
る
。

多
く
の
人
々
が
、厳
格
な
祭
式
に
も
と
づ
い
て
祭
祀

を
執
行
す
る
に
は
、や
は
り
一
定
の
広
さ
が
必
要
な

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
祝
詞
奏
上
や
拝
礼
な
ど
が
終
る

と
、捧
げ
ら
れ
た
幣
帛
や
神
馬
の
鞍
は
、祭
祀
の
実

務
担
当
者
、
禰ね

宜ぎ

以
下
の
人
々
の
手
に
よ
り
、
神
の

御
鏡
の
そ
ば
近
く
、正
殿
や
隣
接
す
る
宝
殿
へ
と
納

め
ら
れ
た
。

同
時
代
の
国
家
祭
祀
、
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
も
、

神
宮
と
類
似
し
た
次
第「
祭
式
」で
執
り
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
で
は
、
神
へ
と

捧
げ
た
神
宝
類
は
、多
く
が
巨
岩
群
に
納
め
た
状
態

で
出
土
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
宝
を
納
め
た
巨
岩

群
は
、
神
宮
に
当
て
は
め
る
と
、ま
さ
に
神
の
御
鏡

を
奉
安
し
た
正
殿
に
対
応
し
、宗
像
沖
津
宮
の
神
を

象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、

祝
詞
の
奏
上
や
幣
帛
・
神
宝
の
奉
納
は
、巨
岩
群
の

中
で
は
な
く
、神
宮
の「
第
三
重
」と
同
様
、一
定
の

広
さ
を
備
え
た
儀
礼
空
間
で
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
場
所
の
候
補
と
し
て
は
、巨
岩
群
を
仰
ぐ
沖
津

宮
の
社
殿
の
西
側
、儀
礼
の
た
め
の
広
さ
が
確
保
で

き
る
一
号
遺
跡
の
周
辺
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

國
學
院
大
學  

神
道
文
化
学
部
教
授  

笹
生 

衛 ９

沖
ノ
島
祭
祀

― 
古
代
の
沖
ノ
島
祭
祀
と

神
宮
の
祭
式 

―
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前
回
に
続
き
、現
在
、神
宝
館
特
別
展「
沖
ノ
島

国
宝
展
×
藤
原
新
也
展
―
神
息
吹
く
巨
岩
と
深
遠

の
森
―
」で
公
開
中
の
修
理
処
理
を
終
え
た
神
宝
を

紹
介
し
た
い
。

ま
ず
は
銅
鋺
。
丸
底
と
平
底
が
あ
る
。
薄
い
銅
板

を
型
に
入
れ
内
側
か
ら
た
た
い
て
形
作
り
、縁
を
は

さ
み
で
切
っ
て
表
面
を
磨
き
仕
上
げ
て
い
る
雛
形
の

鋺
で
あ
る
。
金こ

ん

銅ど
う

製
雛
形
琴
な
ど
と
と
も
に
律
令

祭
祀
の
影
響
の
も
と
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
一
号
遺
跡

か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

銅
鋺
は
調
査
後
、保
存
の
た
め
の
修
理
処
理
を
施

し
た
が
、経
年
劣
化
で
、以
前
の
接
合
部
が
分
離
し

た
り
、新
し
い
亀
裂
が
生
じ
た
た
め
、劣
化
が
深
刻

な
も
の
を
再
修
理
し
た
。
ま
た
、少
し
の
圧
で
新
た

な
破
損
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
口
縁
部
を
強
化
し
た
。

さ
ら
に
、一
部
の
銅
鋺
の
内
側
に
貼
っ
て
あ
る
小
さ

な
金
箔
を
成
分
分
析
し
た
。
古
代
日
本
に
お
け
る
銅

製
品
へ
の
金
め
っ
き
法
と
し
て
、
金
を
水
銀
に
溶
か

し
た
合
金（
ア
マ
ル
ガ
ム
）を
塗
布
、
加
熱
し
、
水
銀

を
蒸
発
さ
せ
て
鍍
金
す
る
技
法
が
知
ら
れ
る
が
、今

回
水
銀
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
品
は
漆
な
ど
別

の
接
着
剤
で
鍍
金
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
の
修
理
品
展
示
で
は
七
号
遺
跡
出
土
の
鉄

製
衝し

ょ
う

角か
く

付つ
き

冑か
ぶ
と

も
公
開
し
て
い
る
。
鉄
製
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
うは

古
墳
時
代
中
期（
五
世
紀
）を
代
表
す
る
古
墳
副
葬

品
で
い
く
つ
か
に
種
別
さ
れ
る
。
大
和
朝
廷
の
中
枢

で
集
中
的
に
生
産
さ
れ
て
日
本
列
島
各
地
の
首
長
に

下
賜
さ
れ
た
品
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、大
和
朝
廷
と

各
首
長
の
政
治
的
関
係
を
保
つ
た
め
の
重
要
な
品
と

さ
れ
る
。
沖
ノ
島
の
奉
献
品
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
と

い
え
る
。
い
く
つ
も
の
破
片
の
状
態
で
あ
る
本
品
は

経
年
に
よ
る
酸
化
進
行
で
鉄
が
膨
れ
、以
前
の
接
合

部
の
一
部
が
分
離
し
た
た
め
再
修
理
を
し
た
。ま
た
、

多
く
の
破
片
を
観
察
し
て
部
位
の
仕
分
け
と
接
合
の

可
能
性
も
探
り
、数
点
接
合
で
き
た
。
　
　  （
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
19

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・ご案内

銅鋺
（1号遺跡出土、８～９世紀）

昭
和
の
大
造
営
を
奉
祝
し
て
始
ま
り
四
十
八
回
目

を
迎
え
る
西
日
本
菊
花
大
会
。
約
二
〇
〇
〇
鉢
の

菊
花
で
境
内
を
彩
り
ま
す
。

ま
た（
一
社
）全
日
本
菊
花
連
盟
主
催
の
全
国
大
会

で
は
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
を
会
場
と
し
約
七
〇
〇
鉢
を

展
示
す
る
。

宗
像
の
秋
を
彩
る
菊
花
展
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
四
十
八
回  

西
日
本
菊
花
大
会

　
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
～
二
十
二
日

　
宗
像
大
社
辺
津
宮

○
第
五
十
四
回

　（
一
社
）全
日
本
菊
花
連
盟
全
国
大
会
宗
像
大
会

　
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
・
十
一
日

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

ご 

案 

内



入
道
雲
と
か
ぐ
ろ
き
雲
で
照
り
か
げ
る
葉
月
ま
ひ
る
を
ラ
ン
タ
ナ
紅
し	

山
本　
静
子

八
月
の
強
い
日
差
し
と
雷
雲
の
下
の
花
の
取
り
合
わ
せ
で
、季
節
の
印
象
が
鮮
や
か
。
赤
い
花
が
見
え
る
よ
う
だ
。

集
落
の
細
き
十
字
路
改
築
の
御
堂
に
と
ま
ど
う
石
仏
達	

吉
﨑
美
沙
子

改
築
さ
れ
た
堂
に
ま
だ
馴
染
ま
な
い
石
の
仏
様
。
二
句
以
下〈
辻
に
建
ち
た
る
あ
た
ら
し
き
御
堂
に
石
仏
と
ま
ど
う
ご
と
し
〉と
。

生
と
死
の
は
ざ
ま
の
母
を
見
つ
む
吾
に
そ
し
ら
ぬ
ふ
り
し
木
々
は
秋
い
ろ	

北
野
カ
ズ
ミ

母
と
作
者
が
大
切
な
の
で
下
の
句
は
単
純
化
を
。〈
死
に
ち
か
き
母
を
見
つ
め
る
わ
が
う
し
ろ
窓
の
外
に
は
秋
色
の
木
々
〉。

D
N
A
検
査
で
決
ま
り
し
固
有
種
の
鹿
の
子
百
合
咲
く
宗
像
の
花
圃	

萩
原　
　
勉

植
物
も
D
N
A
検
査
で
出
自
が
明
ら
か
に
な
る
時
代
。
現
代
ら
し
い
歌
だ
が
、二
句
は
〈
～
で
判
り
し
〉
に
。

ひ
ぐ
ら
し
は
蟬
の
名
前
で
あ
り
ま
す
が
そ
の
日
暮
ら
し
と
言
え
ば
吾ぼ

輩く

で
す	

山
﨑　
公
俊

蜩
と
日
暮
ら
し
を
か
け
た
言
葉
遊
び
を
上
手
く
使
い
、ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
の
あ
る
良
い
歌
。
吾
輩
に
つ
け
た
ル
ビ
も
面
白
い
。

落
ち
栗
を
見
る
べ
く
な
り
て
深
み
ゆ
く
秋
を
感
じ
ぬ
対
馬
見
通
り	

佐
々
木
和
彦

対
馬
見
通
り
は
福
津
市
の
よ
う
だ
。
固
有
名
詞
が
効
き
、落
ち
栗
が
季
節
感
と
ほ
の
か
な
哀
感
を
添
え
る
良
い
歌
。

ア
テ
ネ
に
て
マ
ラ
ソ
ン
ロ
ー
ド
独
走
す
初
の
マ
ラ
ソ
ン
四
十
二
粁キ
ロ	

秋
𠮷　
嘉
範

古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
よ
う
に
走
っ
た
作
者
。ぜ
ひ
得
難
い
体
験
を
、こ
の
歌
を
一
首
目
に
し
た
連
作
で
詠
ん
で
頂
き
た
い
。

宣
伝
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
載
き
店
内
に
入
り
て
驚
く
あ
ざ
や
か
な
服
に	

池
浦
千
鶴
子

新
し
い
店
の
予
想
外
の
色
彩
。
二
句
以
下
〈
～
も
ら
い
し
店
に
入
り
色
あ
ざ
や
か
な
服
に
驚
く
〉
と
。

玉
黄
楊
の
垣
橋
渡
る
蛇
の
皮
語
る
に
薄
い
核
の
か
け
橋	
早
川　
祥
三

作
者
の
思
い
が
詰
ま
っ
た「
核
の
か
け
橋
」が
分
か
ら
な
い
の
が
残
念
。
例
え
ば
核
軍
縮
協
定
な
ど
の
具
体
的
な
言
葉
で
。

高
宮
へ
深
妙
と
陰
糺
す
風早

川　
祥
三

月
の
よ
き
秋
の
夜
な
れ
ば
菊
の
香
の

酒
を
の
み
た
し
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ

吹
く
風
に
耳
が
冷
え
る
よ
佳
き
こ
と
を

聞
く
の
み
な
ら
ぬ
日
々
の
つ
づ
き
て

◆ 

選 

者 

詠
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歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
８
７
回

第
６
５
８
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
三
十
年
九
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

八
潮
市	

永
井　
佳
久	

二
〇
、〇
〇
〇
円

金
沢
市	

梶
谷　
真
康	

一
〇
、〇
〇
〇
円

金
沢
市	

梶
谷　
眞
理

神
栖
市	

坂
本　
真
彦

北
九
州
市	

大
辻　
智
子

高
槻
市	

田
辺　
明
美

羽
曳
野
市	

谷
口　
　
勝	

五
、〇
〇
〇
円

潮
来
市	

大
川
有
紀
子

大
阪
市	

村
田　
秀
穂

大
阪
市	

山
本　
雅
清

鹿
児
島
市	

浅
井　
慎
一

北
九
州
市	

土
井　
　
薫

熊
本
市	

村
上　
絹
子

小
平
市	

三
谷　
果
愛

小
平
市	

佐
藤
真
喜
緒

白
岡
市	

中
村　
公
隆

新
宿
区	

青
木　
律
璃

摂
津
市	

久
下　
陽
子

草
加
市	

島
﨑　
洋
人

西
東
京
市	

衣
袋
加
代
子

広
尾
郡	

関
谷　
浩
介

福
岡
市	

小
島　
平
夫

町
田
市	

五
十
嵐
将
司

宗
像
市	

池
上
亜
矢
子

山
鹿
市	

古
家　
弘
樹	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義	

二
、〇
〇
〇
円

秋
田
市	

大
越　
良
広

朝
倉
市	

髙
橋　
雅
喜

北
九
州
市	

平
井　
健
一

京
都
市	

吉
岡　
　
巖

神
戸
市	

山
口　
隆
幸

佐
賀
市	

小
林　
通
昌

下
関
市	

轟　
加
奈
子

下
関
市	

渡
辺　
　
勝

新
宿
区	

青
木　
真
里

新
宿
区	

青
木　
英
里

新
宿
区	

青
木　
由
里

杉
並
区	

湯
島　
浩
一

田
川
郡	

村
上　
香
織

つ
く
ば
市	

安
達
光
二
郎

鳥
取
市	

重
政　
好
弘

練
馬
区	

新
谷　
高
司

阪
南
市	

谷
久
保
公
一

比
企
郡	

上　
　
英
明

福
岡
市　
　
　
白
石
裕
人
・
成
美

南
足
柄
市	

小
野　
祐
子
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11月 まつりごよみ
───────────────────────────
１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
３日	 明治祭	 午前11時
────────────────────
15日	 総社月次祭併七五三祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
23日	 新嘗祭	 午前11時
────────────────────

最
近
、
電
話
番
号
を
覚
え
る
こ
と

が
無
く
な
っ
た
▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器

の
発
達
に
よ
り
、
そ
の
記
憶
を
外
部
委
託
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
▼
古
事
記
は
口
伝
に
よ
り
成
立
し
た
。
そ
の
正
確

性
に
疑
問
符
が
つ
く
こ
と
が
時
と
し
て
主
張
さ
れ
る
が

口
伝
と
い
う
方
法
が
本
当
に
正
確
性
に
欠
け
る
の
で
あ

ろ
う
か
▼
「
わ
が
回
想
の
ル
バ
ン
グ
島
」
で
有
名
な
小
野

田
寛
郎
氏
は
著
書
の
中
で
日
記
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
を

し
て
い
る
。
こ
れ
は
メ
モ
や
日
誌
を
つ
け
て
い
た
の
で
は

な
く
、
頭
の
中
の
記
憶
を
た
ど
り
書
い
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
驚
き
で
あ
る
。
ま
た
小
野
田
氏
の
お
兄
さ
ん
は
東
京

大
学
在
学
中
に
父
か
ら
ノ
ー
ト
を
取
ら
ず
に
卒
業
す
る

よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
、
見
事
そ
の
通
り
に
卒
業
さ
れ
て
い

る
▼
加
え
て
、
伝
統
芸
能
な
ど
は
技
術
の
伝
承
に
口
伝
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
▼
こ
の
こ
と
か
ら
、

人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
記
憶
力
と
い
う
も
の
は
か
な
り

高
度
な
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
▼
電
子
機
器
の
発

達
は
、
た
し
か
に
私
た
ち
の
生
活
に
利
便
性
を
与
え
た
。

そ
れ
と
同
時
に
な
に
か
大
き
な
人
間
と
し
て
の
能
力
を

削
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。	

（
黒
）

編
集
後
記
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